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平成10年6 月28日（日）浦和市内の浦和市民会館で、第14回支部総会が開催されました。 

騒記念講演 

玉井正晴幹事の司会で、最初に本部サンク

チュアリセンター普及室長箱田敦只氏の記念

講演「サンクチュアリセンターの人材育成」 

があり、横浜自然観察の森における市民ボラ

ンティア組織育成の実例などが、スライド映

写をまじえて報告されました。 

と9年度事業報告と10年度事業計画 

記念講演の後、議長に高草木泰行幹事、書

記に榎本秀和幹事、議事録署名人に倉林宗太

郎・桜庭勇両幹事が選出されて議事に入り、 

海老原美夫事務局担当副支部長が、平成9年

度の会員増加率は6. 2％であったこと、合計 

102回の探鳥会や様々な普及活動、研究部、 

編集部、事業部、野鳥記録委員会などの活動

に関する事業報告と、引き続きほぽ 9年度の

事業を継続する10年度の事業計画案を説明し

て、異議なく一括承認されました。 

園 9年度決算と10年度予算 

引き続き審議された決算書は、従来と少し

形式を変え、一般会計と事業部会計を分かり

やすく区別しました。 

予算面では、事業部会計の内、運営準備積

立金という項目の新設がありました。今まで

は期末繰越金をそのままにして、将来の万一

の場合や自然保護活動などのための資金とし

て説明をしてきただけですが、その性格をよ

り明らかにするために、支部の将来の運営に

関する準備積立金であると、明確に位置づけ

たわけです。 

楠見邦博・岡安征也両監事の監査報告を受

けて、決算と予算案は、異議なく承認されま

した。 

闘10年度役員の選出 

大変残念なことですが、松井昭吾支部長と

町田好一郎幹事が、様々な事情で退任を申し

出られました。 

一方で、役員会案として提案された新たな

候補は、浅見健一（大宮市）、浅見徹（大宮

市）、大坂幸男（上尾市）の3氏です。 

再任と新任の役員会案が承認されたところ

で一時総会を中断、支部規定に基づいて幹事

の互選で支部長などを選出する手続きが取ら

れ、新支部長として中島康夫前副支部長が選

ばれました。その他の副支部長、監事らは前

年度通りとして、松井昭吾前支部長は顧問に

就任することになりました。 

平成9年度決算・10年度予算 

項目 9年度決算 10年度予算 
級会計期首繰越金 
会費 
寄付金 
探鳥会参加費 
雑収入 
補助金 
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事業刊瑚首繰越金
事業部売上金額
事業部雑収入

例計） 

5, 020, 639 
830, 935 
99, 970 	 

5,951, 544 

5,  

6,  

364, 
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10, 

224, 

010 
000 
000 
010 

合計 13, 004, 415 13, 109, 458 
支出 

項目 9年度決算 10年度予算 
f」器備品費 
消耗品費 
支部報印刷費 
支部報発送料 
印刷コピー代 
通信費 
雑費 
家賃 
水道光熱費 
仮払い金 
総務部費用 
普及部費用 
編集部費用 
研究部費用 
総務部扱仕入代金 
予備費 
―般会計期末繰越金 

（小計） 
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事業部仕入れ額
事業部費用 
運営準備積立金 
事業部期末繰越金 

（小計） 
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中島康夫新支部長 

松井さんには弓は続

き支部長をやって頂き

たいとお願いしたので

すが、残念です。私は

支部長という柄ではな

いので辞退したのです

が、役員会で推薦を受

けて、お引き受けする

ことになりました。前

に12年間普及部長を務めた経験を踏まえて、 

引き続き支部長として頑張ってみようと思っ

ています。 

日本野鳥の会埼玉県支部平成10年度役員 

顧間 鈴木忠雄 松井昭吾 支部長 中島康夫 監事 楠見邦博 岡安征也 

副支部長 海老原美夫 

（事務局長・総務部長兼任） 

普及部長 事業部長 編集部長 研究部長 

榎本秀和 福井恒人 山部直喜 小荷田行男 

幹 事 

浅見健一 浅見徹 石井智 伊藤芳晴 大坂幸男 工藤洋三 倉林宗太郎 小池一男 小林みど

り（野鳥記録委員長） 佐久間博文 桜庭勇 新堂克浩 杉本秀樹 高草木泰行 玉井正晴 手

塚正義 内藤義雄 中村巣男 橋口長和 長谷部謙二 菱沼一充 藤掛保司 森本圃夫 吉安ー 

彦 和田康男 

松井昭吾前支部長 

白頭鷲の支部長と

して6年間、皆さん

のお世話になりまし

た。皆さんのおかげ

でかろうじて支部長

という役目を果たさ

せて頂きましたが、 

これでやっと中島さ

んにバトンタッチで

きてほっとしています。 これからは今までの

私に対すると同じように、中島新支部長をサ

ポートしてくださるようにお願いします。 

箱田敦只氏 浅見健一新幹事 浅見徹新幹事 大坂幸男新幹事 



r 	 讐 

弧 護 。 一埼玉県支部研究議 

今年の1月15日は、例年にない大雪となりました。歩くのもままならぬ条件にもめげず、例年

の半数を超える地点で調査が実施されました。御協力いただいた方々の熱意に感謝いたします。 

予備調査日あるいは、代替日の調査のデータを含めて、一覧表にしました。 

（柳原正昭） 
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地域 

マガモ 365 77 4 21 1,694 137 882 2 3,182 マガモ 
力ルガモ 39 219 3 23 87 252 422 155 4 21 1,225 カルガモ 
コガモ 14 385 77 96 231 122 4 154 1,083 コガモ 
トモエガモ 12 1 14 トモエガモ 
ョシガモ 15 2 12 29 ョシガモ 
オ力ョシガモ ~ 69 9 2 80 オ力ョシガモ 
ヒドリガモ ~ 6 14 35 178 18 47 332 630 ヒドリガモ 
オナガガモ ~ 164 3 180 52 189 3 10 4 200 805 オナガガモ 
ハシビロガモ ~ 2 1 25 44 4 76 ハシビロガモ 
ホシハジ口 ~ 7 8 85 1 101 ホシハジ口 
キンク口ハジロ 3 1 6 109 119 キンク口ハジ口 
ホオジ口ガモ 3 3 ホオジ口ガモ 
ミコアイサ 3 3 ミコアイサ 
力ワアイサ 18 18 カワアイサ 
力モsP 1 2 3 カモsP 

種 類 2 13 7 5 6 1・ 10 4 3 7 14 

種 類 

合 計 53 1,257 103 254 416 2,309 1,081 1,170 12 716 7,371 
調査者数 1 1 1 2 1 3 1 1 3 15 

1982年合計 4,709 7,897 5,672 13 22,260 
1983年合計 6,449 78 8,323 6,310 22 25,286 
1985年合計 6,28』 4,017 6,065 7,940 134 25,476 16 
1986年合計 1,763 2,955 6,418 6,262 21,838 15 
1987年合計 3,210 3,170 6,814 7,630 24,866 17 
1988年合計 3,483 1,692 3,367 7,055 18992 17 
1989年合計 589 3J48 664 3,375 7,823 28,839 18 
1990年合計 332 1,400 1,071 702 491n 5,495 234 24,007 18 
1991年合計 433 2,136 1,132 2786 4,290 51 20,779 18 
1992年合計 250 2,367 861 716 4,590 4,713 80 877 29,248 17 
1993年合計 170 1,275 528 396 2,899 4,174 872 74 632 21,291 19 
1994年合計 228 2,150 848 659 4,029 3,864 1,229 66 823 25,859 18 
1995年合計 168 1,359 745 483 1,007 4,877 3,091 874 60 714 24,316 16 
1996年合計 180 1,239 531 406 775 1,888 1,140 19 887 18,705 19 
1997年合計 121 1,582 655 344 555 1,343 718 24 630 17,157 15 

1998年備考 1/17 1/13 1/17 1/17 1/15 1/24 1/10 1/24 1ノ巧 
ヒトコJガモ土

アメりカヒドリ 
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時：1998年4月29日 

9 : 30-ノ11 : 10 

調査場所：大久保農耕地 

天 候：晴れ 

この日は関東地方から西は高気圧に覆わ

れ、夏を思わせる暑い日になりましたが、支

部会員15名の協力が得られました。ご苦労さ

までした。 

観察された種数・個体数は 8 種158羽で、 

昨年の春と比較すると種数で 5種多くなり、 

例年と同じぐらいの種数となりましたが、全

体の個体数は33羽少ない結果となりました。 

大久保農耕地のムナグロを調査している人

によると、 「最近はムナグロがだいぶ減少し

ている」との話がありました。理由はまだよ

くわかりませんが、環境の変化やカウントの

時期など、様々な要素がからみ合っているの

ではないでしょうか。 

グラフは春のカウント結果のうち、大久保

農耕地におけるムナグロとそれ以外のシギ・

チドリ類の個体数をまとめたものです。 

（石井 智） 

日本野鳥の会埼玉県支部研究縄 

1995年～1998年春のシギ・チドリ類調査結果 

調 査 地 大 久 保 農 耕 地 

浦和市／大宮市 

鳥 	類 '95 年 '96 年 '97 年 I98 年 

コチドリ 7 1 1 
ムナグロ 127 534 178 143 
キョウジョシギ 1 2 
ハマシギ 9 
タカブシギ 25 5 

キアシシギ 2 

イソシギ 1 
チュウシャクシギ 11 3 10 2 

タシギ 26 12 3 6 

ジシギ S P. 2 1 

個 体 数合 計 199 564 191 158 
楓 数 合 計 7 S 3 8 

ムナグロとそれ以外のシギ・チドリ類 

摺 
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'98年春の戸隠・飯綱高原は、異常気象の

影響か春ゼミが大合唱。野鳥の噂りは押され

がち。それでも当地定番のニュウナイスズメ

が律儀に出迎えてくれた他、アカハラ、イカ

ル、ノスリ等が姿を見せてくれた。宿舎近く

の宝光社では、杉の古木の天辺で噂るオオル

リの姿を捜して右往左往、漸く見られた感激

が首の痛さを忘れさせてくれた。 

早起きは探鳥の鉄則を証明してくれたのが 

2日目。オオジシギのディスプレイフライト

に始まり、野鳥の大コーラスにひたりなが

ら、奥社参道ではフクロウの幼鳥をじっくり

観察。殆ど動かない対象だけに、観察ポイン

トは各探鳥グループが入れ代わり立ち代わり

で、さながらにわか門前市の様相。さらにハ

イライトは階神門近くでのマミジロ。3年振

りの出現を全員でたっぷり観察できた。その

他珍しく目立ちたがり屋のコルリが中空の梢

で延々と噂るなど。午後は雨で早仕舞となっ

たものの、菱沼リーダーの“財布一時紛失事

件’’という番外編も加わって、思い出深い探

鳥会だった。 

おまけの情報コーナー 

埼玉県自然学習センター・夏のイベント案内 

〈昆虫と友達になろう〉 

・’98夏休み昆虫写真展：7月18日（土）'-8 

月30日（日）9:00-17:00 無料。申込不要。 

素晴しい小さな生き物達の姿を、ご覧下さい。 

・セミのぬけがら調査：8月22日（土）10:00 

~12:00 セミのぬけがらを採集し、種類と数

を調べる。参加費100円。定員50名（申込順）。 

・夏休み昆虫学習会】8月25日（火）13:00-

14:00 昆虫の魅力と不思議さについて。参

加費無料。定員50名（申込順）。 

・子供自然学級：8月29日（土）13:00-14:00 

「むし」の種類と数を調べ、自然の豊かさを知

る。参加費無料。定員30名（子供のみ、申込

順）。 

〈バードカービング教室〉 

8月29日、9月5・19日、10月3・17・31 

日（いずれも土）講師 成川治。材料費実費

抽選20名。往復葉書でお申し込み下さい 

(8月10日消印有効）。 

お問い合わせ先】埼玉県自然学習センター 

〒364-0026 北本市荒井5-200 TEL0485-93 

2891 

白頭鷲の英名講座（番外） 

バードウォッチャーかバーダーか？ 

言葉は生きていて時代と共に変化します。 

私共の何気なく使っている 「バードウォッチ

ャー」 という言葉も例外ではありません。 

その昔、中西悟堂先生が「野鳥」、「探鳥」と

いう言葉を創られ、「野鳥の会」とか「探鳥会」 

という言葉が次第に一般化してきました。最

近ではもっぱら英語のバードウォッチング 

(Bi rd-watching) やバードウォッチャー（Bird 

watcher) がごく普通に使われます。いまや世

をあげてレジャーブーム、その中で「バードウ

ォッチング」は健全で、なにかハイクラスな印

象をもってより多くの人に迎えられています。 

一方最近、とくにアメリカではバーディン

グ（Birding) と、それを行う人の意のバーダー 

田irder) が盛んに使われており、日本でも野

鳥専門誌の「バーダー」という月刊誌がでてい

ます。 

さて、バーダー（Birder) とバードウォッチ

ャー（Bird-watcher) との違いはなんだろう？

まだ国内ではやや先鋭的なバーダーに対し、 

バードウォッチャーはすでに安定し定着した

語感をあたえますが、諸々の用例から私なり

に得た感触では Birder の方がより専門的に 

「鳥」を追求しているように思われます。 

辞書を引くとBirdの項に「鳥を観察する」と

いう動詞が載っているものはまだごく限られ

ているようです。Fishingが 「魚を捕る」こと

でありBi rdingは 「鳥を捕る」、Birderは したが

って「鳥を捕る者」というのが現状です。それ

が「鳥を観察する」と「鳥を観察する人」と変

化していくのを期待しています。 

そこで、あなたはB i rd-watcherですか？ 

それともBirderですか？ 

（松井昭吾） 
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蓮田市黒浜沼 ◇ 5月5日、コアジサシ 31 

羽早 1羽。古が懸命にエサを獲って来ては

早に与えていました。キジ 34羽早 1羽。 

多分早をめぐっての古の争いと思われまし

た。 「ケン、ケーン」と少しずつ離れて遠

吠えのようにラブコールしてました（角田

きみ子）。◇ 6月20日、カッコウ 1羽が鳴

きながら飛来し、樹のてっぺんにとまり鳴

き続ける。今期初認。例年 5月には観察さ

れるのが、今年は大分遅れた様に感じられ

た（田中幸男）。 

蓮田市元荒川付近 ◇ 5月 5日、田んぽでア

マサギ 1羽。ムナグロ 5'-6羽の集団を数

ケ所で見ました（角田きみ子）。 

鴻巣市郷地 ◇ 5月 5日、ツツドリ 1羽。野

通川にかかる野通橋の下流の雑木林の大木

で「ポポ、ポポ、ポポ、」 としきりに鳴く。 

近づき、葉隠れの中に姿を確認した（内藤

義雄）。 

北川辺町渡良瀬遊水地 ◇ 5月12日、夏羽へ

の換羽がかなり進んだツルシギ 2羽。餌は

豊富らしくまるまると太った感じでしたが

これからはるかに遠い北国まで自分の力で

飛ばなければならないのだから大変です。 

ツルシギの近くにコアオアシシギ 2羽。こ

の 2羽は翼の模様が大分違うのですが 3 早

年齢などに関係があるのでしょうか。どな

たか教えて下さい（小松崎清、写真はP9)0 

嵐山町志賀 ◇ 5月中旬、自宅庭に移植して

いたきれいな苔（30cm四方）をシジュウカ

ラが口いっぱいにくわえて、何度も訪れて

はどこかへ運んで行った。巣材として使用

しているようだ（後藤喜久子）。 

大滝村大滝 ◇私の家の横に杉の大木があり

ます。その大木にカラスが営巣し、6月1 

日ヒナが 3羽巣立ちました。村の長老が鳥 

（忍田 歳子） 

の巣立ちは大安日だと言っていたのを思い

出し、暦を見ましたら、やはり大安日でし

た（原田秀雄）。 

鴻巣市鴻巣公園 ◇6月 S日朝、通勤途中の

自転車の前4~Smのところをゆっくり飛

び、ブロック塀にとまった鳥がいた。なん

とアリスイ。目線より低かったので背中の

斑模様もよく見えた（内藤義雄）。 

鶴ケ島市太田ケ谷沼 ◇6月 5日、ホトトギ

ス 1羽。鶴ケ島に越してきてから初めてホ

トトギスの声を聞きました。10年程前住ん

でいた香川県の善通寺では、市街地を離れ

たらすぐ小さな山や海ですから、夏になる

とホトトギスの声を聞き姿も見えたもので

した。懐かしい声でした（塚原恵子）。 

東松山市都幾川 ◇6月7日、稲荷橋周辺で

アマサギ 1羽、イソシギ1羽（後藤康夫）。 

嵐山町都幾川 ◇6月13日、学校橋～槻川橋

でアマサギ 2羽、チュウサギ 2羽、ダイサ

ギ 1羽、カワセミ 5羽、ツバメ、イワツバ

メ、ヒメアマツバメ、本日は季節柄“子連

れ’’が多く見られた。シジュウカラ、カワ

ラヒワ、スズメ、セグロセキレイ（後藤康夫）。 

蓮田市笹山 ◇6月20日頃、川島橋下流でシ

ラコバト 1羽。川沿いの草原から飛び立ち 

20m位先の道に降り、何かをっいばんでい

た。この付近での観察は、農耕地が通例で

あるが、川沿いでの観察は初めて（田中幸

男）。 

表紙の写真 

コアジサシ（力モメ科） 

今回は、季節の鳥コアジサシです。 	 撮影しました。雨の日でした。 

6月21日、愛知県幡豆（はず）郡一色町で 	 外園たけの（春日部市） 
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駈ミ市。石戸富定例探鳥網 

期日】8月2日（日） 

集合】午前8時30分 北本自然観察公園駐車

場。または午前8時15分 高崎線北本

駅改札口、集合後タクシーで現地へ。 

リーダーの指示で分乗して下さい。 

担当】岡安、内藤、榎本、大坂、立岩、永野 

（安）、永野（京）、川那部、島田、 

高、山田 

見どころ：皆さんをもてなす鳥たちは、只今

避暑に出かけたり、木陰で休憩したり

しております。鳥影が少ない分、ビデ

オでも楽しめるよう用意を致しており

ます。暑いさなかですが、今回はゴミ

拾いを予定いたしておりますので、協

力方お願いいたします。 

園麟嘉慮7穴意壁贈例探鳥会 

期日：8月9日（日） 

集合：午前9時30分 秩父鉄道大麻生駅前

交通：秩父鉄道熊谷9:11発、または寄居9:03 

発に乗車 

担当：和田、森本、中島（章）、石井 

（博）、倉崎、松本、中里、高橋 

見どころ】毎年忘れずにやってくる暑い夏、 

いやだなあ、なんて思わないで野道を

歩きましょう。暑さの中で見た鳥はき

っと印象深いものになりますよ。ササ

ゴイも明戸の堰で待っています。日差

しを遮る帽子を忘れずに。 

特別な場合を除いて予約申し込みの必要は

ありません。初めての方も、青い腕章をした

担当者に遠慮なく声をおかけください。私達

もあなたを探していますので、ご心配なく。 

参加費は一般100円。会員と中学生以下50 

円。持ち物は、筆記用具、雨具、昼食、ゴミ

袋、もしあれば双眼鏡な＆解散時刻は、特

に記載のない場合、正午から午後1時頃。小

雨決行です。 

自然保護のため、できるだけ電車バスなど

をご利用のうえ、指定の集合場所までおいで

ください。 

際繊i， ‘ 区憲川 三 
期日：8月16日（日） 

集合：午前8時15分 京浜東北線北浦和駅東

口、集合後バスで現地へ。または午前 

9時 浦和市立郷土博物館前。 

後援：浦和市立郷土博物館 

担当：楠見、福井、手塚、伊藤、渡辺（周）、 

笠原、倉林、若林、岡部、兼元、森 

見どころ：昼間はまだ暑さが続く季節です

が、タ方になると渡る風の音に初秋の

匂いがします。昨年は芝川でサギの仲

間達のオンパレード。上空には早くも

サシバが舞いました。今年の見沼田ん

ぼは、どんな8月を見せてくれるので

しょうか。 

探鳥鋼 
期日】8月23日（日） 

集合】午前9時30分 武蔵野線南船橋駅前

交通】武蔵野線武蔵浦和8:34→南浦和8:37-

南船橋9】26着 

担当】杉本、佐久間、手塚、長谷部、伊藤、 

篠原（東） 

見どころ：シギ・チドリの秋の渡りの最盛期

を迎えました。以前は9月だったのに

地球温暖化の影響でしょうか。干潟に

夏枯れはなく賑やかさを増してきてい

ます。日陰の少ないところです。残暑

はきびしいので、対策を十分にしてお

出かけください。 

’ に 量iJ 
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駅1ン了二 1  

とき：8月29日（土）午後1時～2時頃 

会場【支部事務局108号室 

案内：暑さの盛りも峠を越え、朝タの風にも

秋の気配が感じられます。秋の鳥の季

節に備えて、探鳥旅行を計画されてい

る方も多いと思います。しらこばとの

フライトの準備作業の中から、思わぬ

ヒントが得られることもありますよ。 

岡てニダーィ冴修網 

期日：8月30日（日） 午前9時～午後 5時
会場】北本市文化センター（中央公民館）高 

崎線北本駅西口下車、徒歩約10分。大 

通りを真っ直ぐ進み、二つ目の信号を 

左折約lOOm。会場TEL0485-91-7321 

申し込み：支部事務局または榎本普及部長 

まで 

案内：リーダー研修公参川者募集！ この研

修会も今年で15回目。支部の活動や探

鳥会の運営に興味のある方の参加をお

待ちしています。当支部はボランティ

アが支える支部です。最初は「ちょっ

とお手伝い」で結構。リーダーとなっ

て、あなたの新鮮な力を活かしてみま

せんか。支部会員であればどなたでも

参加できます。鳥についての知識は二

の次。大切なのは熱意です。 

持参する物：パンフ『探鳥会のすすめ方』 

テキスト『あなたもバードウォッチン

グ案内人』 （どちらも、お持ちでない

方には当日配布予定）、筆記用具等。 

（ツルシギ 小松崎 悟） 

置ー亜戸舞玉！I璽江鍾建費闘 
期日：9月5日（土） 

集合：午前9時20分 内房線いわね駅前 

または、午前9時45分金田海岸駐車場

交通【武蔵野線南浦和7:45→南船橋にて京葉 

線乗換え8:14→蘇我で内房線乗換え 

8:47→いわね9:16着。乗車券は最寄り

駅にてホリデーパスを買い求め利用が

便利でお得です。 

担当】中島（康）、楼庭、新堂、中村（栄） 

解散：現地にて午後 2時頃 

見どころ】秋のシギ・チドリの渡りを、広大

な干潟に入り、頭上を飛ぶ鳥、間近で

餌を採る姿を観察します。 

注意：日陰がまったくなく、日差しは強いの

で、帽子、干潟を歩くための長靴、ま

たはビーチサンダルは必ずご用意下さ

い。昼食、水筒、雨具もお忘れなく。 

トイレは駐車場にのみあります。 

.9月の行事予定 

9月6日（日）：千葉県船橋市・船橋海浜公

園探鳥会 

（コアオアシシギ 小松崎 悟） 
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が二4月爵欝舞舞） 龍米議鱗石

電一 
カイツブリ カワウ コガモ オオタカ ツミ

ハイタカ ノスリ サシバ チョウゲンボウ コ

ジュケイ キジ バン キジバト アカゲラ コ

ゲラ ヒバリ ツバメ ハクセキレイ セグロセ

キレイ ヒョドリ モズ ジョウビタキ トラツ

グミ ツグミ ウグイス ヤマガラ シジュウカ

ラ メジロ ホオジロ カシラダカ アオジ オ

オジュリン カワラヒワ シメ スズメ ムクド

リ カケス ハシボソガラス ハシブトガラス 

(39種）ソメイョシノとスモモが満開。カバザク

ラには早く、シダレザクラとユードヒガンザクラに

は遅すぎた。 “早い春の訪れ”を感じながら歩を

進めていくとタカ類が次々と出現して参加者を喜

ばせてくれた。頭上を帆翻する今年初認のサシバ

の姿には心踊った。子供公園ではフェンス越しで

はあるがカタクリを観賞した。 

（木）J 護浦和宙J 秋ケ瀬

天気 I 晴

カイツブリ ダイサギ チュウサギ コサギ カ

ルガモ オオタカ コジュケイ キジ キジバト

カワセミ コゲラ ヒバリ ツバメ ヒョドリ

モズ シロハラ ツグミ オオョシキリ セッカ

キビタキ シジュウカラ メジロ カワラヒワ

イカル スズメ ムクドリ オナガ ハシボソガ

ラス ハシブトガラス（29種）多くの参加者の期

待を裏切り、夏鳥は既に通過済み。それでもピク

ニックの森では開始早々オオタカの出現。また池

ではカワセミのダイビングを観察できた。子供の

森では、イカルが木の上でいい声で鳴き、コゲラ 

の巣も観察できた。 	 （楼庭 勇） 

事葉県木鳶妻薫ン叫 WijJjfl河麟 

カワウ ダイサギ コサギ アオサギ カルガモ

スズガモ トビ キジ シロチドリ メダイチド

リ キョウジョシギ トウネン ハマシギ ミコー 

ビシギ キアシシギ ソリハシシギ チュウシャ

クシギ セグロカモメ アジサシ コアジサシ

キジバト ヒバリ ツバメ ヒョドリ ウグイス

オオョシキリ セッカ カワラヒワ スズメ ム

クドリ ハシボソガラス ハシブトガラス（32種） 

潮干狩の人で一杯。鳥が居るはずの干潟には鳥の

姿が見えない。心配が先に立ち、広い干潟を歩き

始めた。しばらくするとアジサシの50羽位の群れ

が頭上を飛んだ。少し奥で、ようやくキアシシギ、 

トウネン、キョウジョシギの100羽位の群れが見

られた。そのうちに、チュウシャクシギ30羽も飛

んできた。鳥の数も少なく物足りない感じもした

が、こういう干潟をいつまでも残したいと感じら 

れたと思う。 	 （中島康夫） 

投自難土一一’呂美長野県 白馬山 

% 2g人 

アオサギ カルガモ トビ ノスリ キジバト

ツツドリ アマツバメ アカショウビン アオゲ

ラ アカゲラ コゲラ ヒバリ ツバメ イワツ

バメ キセキレイ ハクセキレイ セグロセキレ

イ サンショウクイ ヒョドリ モズ ミソサザ

イ ノビタキ クロツグミ ヤブサメ ウグイス

キビタキ オオルリ エナガ コガラ ヒガラ

ヤマガラ シジュウカラ ゴジュウカラ メジロ

ホオジロ ホオアカ ノジコ アオジ カワラヒ

ワ イカル ニュウナイスズメ スズメ コムク

ドリ ムクドリ ハシボソガラス（45種）5時起

床。やはり早起きは三文の得！！ あこがれの「キ 

ロロロロ 	」を全員でじっくり（?）。ノジ 

コ、キビタキ、オオルリ、クロツグミなどの夏鳥

もこれまたバッチリ！！ 雪の消えたゲレソデでの

ウォッチングも初体験。青い空と緑の風。バード

ウイークの最良のツアー。疲れ直しの露天の温泉

もグッドだった。さあ～、来年こそ彼の姿を見よ

うぜ！！ アカ君待っていてね！! （町田好一郎） 
鮮fl軸奪 
亀 
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ぼに、ンけ甘

朋，1β夫 

I金 都 烹宅島 

カイツブリ カワウ ゴイサギ ダイサギ コサ

ギ マガモ カルガモ オカョシガモ オナガガ

モ ホシハジロ トビ オオタカ コジュケイ

キジ バン ハマシギ イソシギ コアジサシ

キジバト カワセミ コゲラ ヒバリ ツバメ

イワツバメ ハクセキレイ セグロセキレイ ヒ

ョドリ モズ ウグイス オオョシキリ セッカ

シジュウカラ メジロ ホオジロ カワラヒワ

スズメ ムクドリ オナガ ハシボソガラス ハ

シブトガラス（40種）バードソンの日。仲間たち

は朝早くから駆けまわっている。出発して間もな

くキジの夫婦を見られて大喜び0 また、珍しい灰

色のハシボソガラス幼鳥も見ることができた。明

戸堰ではバードソンチームと合流。チームの確認

鳥予想投票結果の発表、賞品や参加賞の授与、埼

玉TVの取材などで盛り上がった。 （和田康男） 

簿加円（円、 

く与雄糾場七違6ノ

カイツブリ カワウ ゴイサギ アマサギ チュ

ウサギ コサギ カルガモ コガモ チョウゲン

ボウ コジュケイ キジ バン ムナグロ キア

シシギ チュウシャクシギ コアジサシ キジバ

ト コゲラ ヒバリ ツバメ ハクセキレイ ヒ

ョドリ オオョシキリ シジュウカラ カワラヒ

ワ スズメ ムクドリ オナガ ハシボソガラス

ハシブトガラス（30種）元相IIから黒浜沼まで歩

いた。広い田圃に点在するムナグロの群れの中に

キアシシギ、チュウシャクシギが見つかった。久

しぶりのコアジサシのさっそうとした子勝羽、最後

にゴイサギ成鳥とキジが近くからじっくりと見ら 

れ、すばらしい一日だった。 	（玉井正晴） 

コアホウドリ クロアシアホウドリ シロハラミ

ズナギドリ オオミズナギドリ ハイイロミズナ

ギドリ ハシボソミズナギドリ ハイイロウミツ

バメ クロコシジロウミツバメ オーストンウミ

ツバメ ウミウ ゴイサギ アマサギ コサギ

アオサギ ヒドリガモ トビ チョウゲンボウ

コジュケイ キジ トウゾクカモメ クロトウゾ

クカモメ シロハラトウゾクカモメ ウミネコ

アジサシ カラスバト キジバト ツツドリ ア

オバズク アマツバメ コゲラ ツバメ ヒョド

リ モズ ミソサザイ コマドリ イソヒョドリ 

アカコッコ ウグイス ウチヤマセンニュウ イ

イジマムシクイ ヤマガラ シジュウカラ メジ

ロ ホオジロ アオジ カワラヒワ スズメ ハ

シブトガラス（43種）島の様子は変わりつつある

が、今回も楽しい探鳥会となった。伊豆岬では、 

利島と新島の間にそびえる富士山の姿に感激。夜

は、真の闇の中で光るキノコにびっくり。低気圧

の通過で海島にも恵まれ、外国のバードウォッチ

ャーと交流のひとときも。いつまでも憧れのバー 

ドアイランドであってほしいものだ。 （榎本秀和） 

月 7日 
	

三議恥区 

雨のため中止。 

爾Fー15嘱~2破（水） 栃木県羅電自露

曳一 
マガモ トビ ツツドリ コグラ イワツバメ

キセキレイ セグロセキレイ カワガラス ミソ

サザイ コルリ ノビタキ ウグイス メボソム

シクイ エゾムシクイ センダイムシクイ キビ

タキ オオルリ コサメビタキ コガラ ヒガラ

シジュウカラ ホオアカ ニュウナイスズメ ス

ズメ ムクドリ カケス ハシボソガラス ハシ

ブトガラス（28種）空高く舞うイワツバメと鳴き

交わすニュウナイスズメに送られて湯ノ湖に出る

とメボソムシクイの声。そしてセンダイ、エゾと

出てくれた。湯川から戦場ケ原にかけてはカワガ

ラス、キビタキ、オオルリと楽しませてくれた。 

（楼庭 勇） 

こ 5月 24R「Iン ) 猛 

一童姫理魅一蒸事 
カワウ ゴイサギ アマサギ ダイサギ コザギ

カルガモ トビ コジュケイ キジ コチドリ

イソシギ キジバト カワセミ アオゲラ ヒバ

リ ツバメ イワツバメ ハクセキレイ セグロ

セキレイ ヒョドリ オオョシキリ エナガ シ

ジュウカラ メジロ ホオジロ カワラヒワ イ

カル スズメ ムクドリ オナガ ハシボソガラ

ス ハシブトガラス（32種）初夏の水辺と言えば

オオョシキリ。あのにぎやかな声を聞くと何とな

く楽しくなってくる。ここの探鳥会を始めてから

一番個体数が多いようだ。住み家を追われてここ

に集まったのか？ 住みやすい環境がととのった

ので増えたのか？ 後者であってほしい。 

（長谷部謙二） 

コグラ イワツバメ 
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●バードソソご支援ありがとうございました 
6月24日で締め切られたバードソン1998の

結果報告が届きました。それによりますと、 
リブラン「しらこばと彩の里山探見隊」は、 
募金額53L 565円で全国2位、確認種数77種
で12位、特別ポイント（ラッキーバードや里
山ポイント）82ポイントで13位という好成績
を上げることができました。 

皆様のご支援のおかげです。本当にありが
とうございました。 

なお、今回のバードソン全体の募金額は合
計919万5, 732円になりました。里山保護のた
めに有効に使わせて頂きます。 
一応締め切って順位などの集計も済みまし

たが、 9月末日まで募金の受付は継続すると
のことです。 

●シギ・チドリ類のレッグフラッグにご注意 
1991年から、標識調査で捕らえられたシ

ギ・チドリ類には、足輪のほかに、プラスチ
ックの小さな旗（フラッグ）が付けられるよ
うになり、すでに約5万羽に取り付けられま
した。データの回収率が足輪だけの場合の5 
倍～20倍にもなって、湿地・干潟の保護のた
めの研究の大きな力になっています。 

双眼鏡か望遠鏡で見ればわかるものですか

ら、誰でもがデータ集めに協力できます。 
取り付けた場所（オーストラリア、ニュー 

ジーランド、北海道、千葉県）や時期によっ
て、フラッグの色や位置が違います。フラッ
グ付きのシギ・チドリを見つけたら、右足と
左足の腫とふ蹟にそれぞれ何色のフラッグや
リングがあるか、日時・場所・種類・個体数 
・分かれば性別や年齢・夏羽冬羽の違い・写
真の有無・その他の特記事項とともに、 

7270-1145 千葉県我孫子市高野山115 
山階鳥類研究所 FAX 0471-82-4342 

にお送りください。 

＠会員の普及活動（敬称略） 
5月16日（土）~17日（日）、（財）森林文

化協会主催の朝日の森・玉原バードウォッチ  

ング教室を指導。講師：中島康夫、リーダー 
：松井昭吾・兼元義裕・桜庭勇・中村業男。 
参加者16名。 
7月5日（日）坂戸市高麗川河川改修勉強

会第5回野鳥観察会。指導：黒木昭雄・坂口
和子’坂口稔・増尾節子・増尾隆。参加者16 

名。 

●本誌記事のホームページ転載について 

支部のインターネットホームページに、本
誌に掲載された記事を転載することもあるこ
とを、各著作権者にご了解をお願いします。 
本来であれば、会員の皆様の投書なども、 
1件ごとにご連絡してご了解をお願いすべき

ですが、大変な仕事量になりますので、ホー 
ムページへの転載もあり得ることを予めご承
知の上で、原稿をお寄せ下さい。 

⑨ a月の事務局 土曜と日曜の予定 
1日（土）普及部会議。 
8日（土）編集会議、研究部会議。 
16日（日〕役員会議。 
22日（土）校正作業。 
29日（土）袋づめの会。 

●会員数は 
7月1日現在3, 084人です。 

6月20日（土）7月号校正作業（海老原美 
夫。喜多峻次・喜多蒲生・桜庭勇）。 

6月21日（日）役員会議（司会：工藤洋三、 
9月～12月の行事・総会準備・その他）。 

6月28日（日）役員会議（司会：海老原美 
夫、新役員体制）。 

編 集 そ麦 記
 

夏は虫が面白い。ニイニイゼミの初鳴きは 
6月26日。ゴマダラカミキリを見付けたのは
翌27日。仕事の帰りに、ネクタイを締めたま
ま、懐中電灯を手にクヌギ林に。明かりに浮
かぶノコギリクワガタ、カブトムシ達に、一
人でニンマリ’・ーちょっと怪しいかな？（山） 

器講丘lず9鵜君発響罵会埼玉鳶舞l00円II誤鷲難夢議誌露誌 
〒336-0012 浦和市岸町4丁目26番8号プl)ムローズ岸町107号 郵便振替 00190-3-121130 
インターネットホームページ  http、ノノwww. bekkoarne. or. jp./ro/wbsj-saitcnノ  

，所変，・ブ艮会などq夢絡先 〒150- 00 36 渋谷区南平台町15-8 ウッディ南平台ビノi蔀司 
i（財）日本野鳥の会会員センター 正L 03-3463-8842 FAX 03-3463-8844  

印富」関東図書株式会社 	 （本誌掲載記事の無断転載はかたくお断わりしまな） 

再生紙使用 
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